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［背景・ねらい］ 

ヒジキは近年高値で取り引きされていることから、漁業者の注目度は高くなっている。県内各地で

は、磯掃除等によるヒジキ増殖に取り組まれ、ヒジキ増殖に適した磯が少ない地域では、ヒジキ養殖

の要望があり、増殖・養殖用ヒジキ種苗の供給が望まれている。しかし、天然のヒジキ種苗を用いる

ことは、天然資源への影響が懸念されることから、天然資源に影響を与えることなくヒジキ種苗を供

給するために、ヒジキ受精卵から人工種苗を生産する技術の開発に取り組んだ。 

 

［研究の成果］ 

1．採卵は、200リットルの水槽を用いて、止水（毎日換水）・強通気の条件下で、ヒジキ母藻の収

容密度の検討を行った。母藻３kgからは約１ヶ月間で370万粒と、６kgの 270万粒よりも多い

受精卵を得ることができた（図１、２）。６kgでは、母藻の量が過密で、撹拌が不十分となり、

採卵量が少なくなったと考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 採卵水槽           図 2 平成29年度採卵試験結果 

2．付着基質は、タイルよりもポリエステル製のテープの方が優れていた。育苗場所として、陸上

水槽で育てた場合（８ヶ月）と、２ヶ月間または３ヶ月間陸上水槽で育てた後に海上筏へ移行

した場合を比較したところ、海上で育苗する方が陸上水槽よりも生長が促進された。また、海

上への移行のタイミングとしては３ヶ月後よりも２ヶ月後の方が優れていることが分かった

（表１、図３、４）。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

図 3 陸上水槽の種苗（１月）    図 4 ２ヶ月後に海上移行した種苗（１月） 

3． 養殖試験では、種苗をポリエチレンロープに挟み込んで海面へ設置したところ、２月に 137mm

であったものが４月には674mmに生長した。移植試験では、種苗が着生している ポリエステル

製のテープをコンクリートレンガへ接着したものを太地町の海岸へ移植したところ、２月に

65mmであったものが４月には523mmに生長した（図５、６）。 

 

 

 

 

 

 

 

図5 移植したヒジキ種苗（２月）     図 6 生長した移植ヒジキ（４月） 

 

［成果のポイントと活用］ 

1．ヒジキの種苗生産において、海上で育苗することで生長が促進されることが分かった。 

2．ヒジキ人工種苗を用いた増殖・養殖の可能性が示唆された。 

3．育苗期間中に繁茂してくる雑海藻の除去や養殖中に発生する付着物、移植時の種苗の脱落が今後の

課題。 
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